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この報告はその2に引続き地域範域の意味をコミュニテ

ィ施設利用状況の分析を通 して考察 しようとしたものであ

る。

施設にはそれぞれその設置意図があり,こ れに即応して

その利用内容や対象を予じめ想定 しつつ建設される。この

報告では旧村レベルの施設 としてコミュニテ ィセンター,

部落レベルの施設として生活センターを取りあげているが
,

この場合でいえば,コ ミュニテイセンターは事業主体が町

村であり,1日村のセンターとして位置付けるとともに地区

公民館としての機能をももたせていることから,その利用

は旧村の範囲が中心になろうし,生活センターは部落が事

業主体であり,金も土地も労力も部落が出して建設してい

ることから,そ の利用は部落が中心になると思われる。そ

の実態について,官城県中国町浅水地区,中新田町鳴瀬地

区の事例で報告する。

研  究  方  法

調査対象施設は,旧村レベルでは中田町浅水コミュニテ

ィセンター,中新田町鳴瀬コミュニティセンター,部落レ

ベルでは中国町浅水巻生活センター,中新田町平柳生活セ

ンターである。

分析資料としては,それぞれの施設の一年分の利用日誌

を用いた。

分析の視点としては①利用量②利用者の地域範囲③利用

者の性格の三点に絞つた。利用者の地域範囲は,利用者が

どの地域範域に属して利用 しているかをみようとしたもの

であり,大きくは地区内利用と広域的利用の二つに分け,

地区内利用を更に旧村を範囲として組織されている諸集団,

部落,個人に細分した。利用者の性格は,利用者がどのよ

うな属性 をもつているかをみようとしたものであり,①住

民による諸組織集団②公的機関③各種協議会④個人⑤その

他に分類 した。

1 コミュニティセンターの利用実態

浅水コミュニテイセンターの利用量は年848件: 月当り

71件もなり,非常に利用の多い施設である。利用者の地域
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図1 コミュニティセン′―利用状況

範囲は地区内が多 くなかでも旧村を範囲とするものが3/4を

も占めている。利用者については,集団による利用が多く

なかでも旧村を組織範囲とする諸集団の利用がめだち全体

の半分になつている。この集団の内容は青年会,婦人会,

老人タラブ等の年令集団,お どり,民謡,釣,音楽などの

趣味的同好集団であり, 1集団当りの利用回数も多い。

鳴瀬コミュニテイセン′―については,利用量は年 172

件で浅水の%弱になつている。利用者の地域範囲は,浅水

に比べると,旧村 レベルのものがブト常に少なく3割にとど

まつている。これに対 して部落レベルの利用が多い。利用

者をみると,旧村を組織範囲とする集団の利用は 1割 しか

ない。集団数も少なく, 1集団当りの利用量も老人タラブ

を除くと1～ 2回にとどまつている。

同じ旧村レベルの施設でも,浅水の場合と鳴瀬の場合で

は,そ の利用の様子は量的にも質的にも違つている。

2 生活センターの利用実態

浅水巻生活センタ~は年間94件の利用があり,昨年の生

活センター調査 (そ の1で報告 )の平均利用回数92回 とほ

ぼ同程度の利用となつている。利用者の地域範囲は部落内

が 100¢ である。 これに対 して平柳生活センターは179件

と巻に比べて約倍の利用があり,利用者の地域範囲は地区

き力
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図2 生活センターの利用状況

外が 2割含まれているが部落内が圧倒的に多い。

利用者は巻も平柳も利用比率はほ 同ゞじであり,諸組織

集団による利用が 8割強ある。諸組織集団の内容をみると

年令集団,自 治的組織の利用比率は平柳の方が若千高く,

巻では機能集団の利用比率が高いのに,平柳の方は同好的

集団の利用比率が高くなつている。

二つの生活センターの利用のされ方をお まゝかにみれば,

部落内諸組織集団による利用という点においてほゞ同じよ

うな傾向をもちながら,平柳の方が利用量も利用集団数も

1集 団当り利用量も多く,部落内諸組織集団の活動が活発

な様子をみることができる。

3 施設利用と住民組織

中国町浅水,中新田町鳴瀬の 2地区における施設オ1用 の

実態を総括すると,浅水においては,I日村レベルの施設に

おける利用が活発で,そ の内容も1日 村を組織範囲とする集

団の利用が目立つが部落レベルの施設利用にはそれ程目立

った動きがない。これに対 して1日瀬の場合,旧村 レベルの

施設利用が少なくしかも旧村を組織範囲とする集団の利用

が非常に少ない。 しかし部落レベルの施設利用は多くその

中味も部落内諸組織集団による利用である。

2地区におけるこのような施設利用の違いは,そ の2で

報告 した住民活動に対応 している。すなわち浅水において

は兼業化にともない部落内組織集団の活動は沈滞 し住民活

動の足場がより広域な範囲に移つているのに対 して,鳴瀬

の場合は農業が展開しており,組織集団が部落内にその活

動の根をおろしている。

ま   と   め

コミュニティ施設における利用者はその施設の地域範囲

に組織の母体をおく集団が主となる。このためこの範囲に

おける諸組lul集団が実体をともなった時その施設の利用度

は高くなり,逆の場合は利用度がさがるといえよう。施設

計画においては,施設効率という施設側から要求が先にな

りがちであるが,利用主体が実体をもつ地域範域に施設配

置を考えることが大切である。


